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平
成
二
四
年
度
の
広
島
大
学
文
書
館
（
以
下
、「
文
書
館
」）
は
、
平
成
一
六

（
二
〇
〇
四
）
年
四
月
の
開
館
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
一
昨
年
の
公
文
書
等
の
管

理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」）
の
施
行
及
び
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
る
「
国
立
公
文
書
館
等
」
施
設
へ
の
指
定
を
受
け
て
、
一
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の

間
、
公
文
書
室
と
大
学
史
資
料
室
の
二
室
体
制
及
び
三
つ
の
特
殊
文
庫
を
擁
す
る

体
制
を
着
実
に
運
用
し
、
特
に
広
島
大
学
（
以
下
、「
本
学
」）
に
お
け
る
法
人
文

書
の
管
理
体
制
の
更
な
る
強
化
に
資
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
重
ね
て
き

た
。
公
文
書
室
は
、
政
令
指
定
機
関
と
し
て
、
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
水
準
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
て
い
く
こ
と
を
課
題
に
、
業
務
を
推
進
し
て
き
た
。

　

今
年
度
は
、
平
成
二
二
年
度
に
整
備
し
た
公
文
書
室
分
室
の
機
能
が
軌
道
に
乗

り
、
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
存
在
感
を
発
揮
し
、
業
務
の
効
率

化
が
大
幅
に
進
展
し
た
と
い
え
る
。
併
せ
て
、
業
務
組
織
に
お
け
る
認
知
度
が
高

ま
り
、
移
管
法
人
文
書
利
用
す
な
わ
ち
業
務
利
用
の
頻
度
が
昨
年
度
以
上
に
増
加

し
た
。ま
た
、従
来
か
ら
の
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
移
管
法
人
文
書
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
目
録
公
開
に
つ
い
て
、
遅
ま
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
継
続
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
二
月
の
文
書
館
第
三
者
評
価
委
員
会
の
開
催
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
踏
ま
え
、
課
題
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
業
務
に
お
け
る
指
針
を
得

る
好
機
と
な
っ
た
。
文
書
館
公
文
書
室
は
、
本
学
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
り
、
ま
ず
は
学
内
に
向
け
て
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
を

発
信
し
、
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
し
う
る
存
在
と
し
て
足
場
を
固
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
課
題
の
も
と
進
め
て
き
た
今
年
度
の
業
務
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
。

一
、
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業

　

平
成
二
四
年
度
は
、
廃
棄
予
定
フ
ァ
イ
ル
が
発
生
し
廃
棄
簿
案
が
提
出
さ
れ
た

全
て
の
業
務
組
織
を
訪
問
し
、
選
別
・
移
管
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

廃
棄
簿
案
の
作
成
を
八
月
中
に
依
頼
し
、
各
組
織
へ
の
訪
問
は
昨
年
に
引
き
続
き

九
、一
〇
月
の
二
カ
月
を
中
心
に
行
っ
た
。
本
部
業
務
組
織
で
は
、
グ
ル
ー
プ
単

位
で
三
八
カ
所
、
部
局
等
で
は
一
二
カ
所
を
巡
っ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
法
人

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
未
記
載
の
法
人
文
書
及
び
行
政
文
書
を
整
理
す
る
機
運

が
高
ま
り
、
選
別
・
移
管
作
業
に
合
わ
せ
て
、
廃
棄
簿
案
リ
ス
ト
へ
の
追
加
分
で
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あ
る
「
簿
外
」
の
リ
ス
ト
が
提
出
さ
れ
る
部
署
が
昨
年
以
上
に
増
え
た
ほ
か
、
背

表
紙
の
情
報
と
廃
棄
予
定
リ
ス
ト
の
フ
ァ
イ
ル
名
と
が
一
致
し
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
修
正
が
進
む
な
ど
、
文
書
管
理
担
当
者
の
理
解
が
浸
透
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
特
に
、
選
別
・
移
管
作
業
の
際
に
依
頼
し
て
い
る
廃
棄
予

定
リ
ス
ト
の
ナ
ン
バ
ー
を
現
物
の
フ
ァ
イ
ル
に
マ
ー
ク
す
る
作
業
に
つ
い
て
、
過

年
度
分
も
含
め
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
作
業
の
効

率
化
に
つ
な
が
り
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
総
務
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ー
タ
整
理
等
の
援
助
と
、
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
る
部
分
が

大
き
い
。

　

作
業
時
期
は
、
財
務
関
係
五
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
今
回
初
め
て
年
度
末
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
財
務
系
の
文
書
作
成
過
程
で
は
、
毎
年
定
型
的
な
フ
ァ

イ
ル
が
大
量
に
発
生
す
る
。廃
棄
作
業
に
際
し
て
も
多
く
の
人
手
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
た
め
、
次
年
度
に
入
っ
て
す
ぐ
に
実
際
の
廃
棄
作
業
が
行
え
る
よ
う
、
文
書

館
が
確
認
し
た
こ
と
を
示
す
「
廃
棄
可
」
シ
ー
ル
の
貼
付
を
前
年
度
に
済
ま
せ
て

お
き
、
廃
棄
及
び
配
架
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
た
い
と
い
う
担
当
者
の
要
望
に

基
づ
く
作
業
で
あ
っ
た
。
財
務
関
係
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
こ
こ
数
年
の
担
当
者
が
献

身
的
に
文
書
管
理
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飛
躍
的
に
整
理
が
進

ん
で
い
る
。
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
に
つ
い
て
は
、
既
に
法
施
行
以
前
か
ら
軌

道
に
乗
っ
て
い
た
業
務
で
は
あ
る
が
、
業
務
内
容
に
応
じ
た
対
応
に
よ
っ
て
、
引

き
続
き
文
書
管
理
の
効
率
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
定
例
の
作
業
の
ほ
か
、
書
庫
整
理
な
ど
に
伴
う
選
別
・
移
管
作
業
を

随
時
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
移
管
と
な
っ
た
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
背
表
紙
等

の
情
報
を
元
に
一
か
ら
目
録
作
成
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
今
年
度
は
、
総
務

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
移
管
文
書
三
二
九
件
に
つ
い
て
の
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、「
簿

外
」
文
書
で
移
管
対
象
と
な
っ
た
フ
ァ
イ
ル
も
多
か
っ
た
た
め
、
例
年
以
上
に
目

録
作
成
に
時
間
を
要
し
た
。
平
成
二
三
年
度
移
管
文
書
に
つ
い
て
の
目
録
作
成
件

数
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
企
画
室
作
成
の
会
議
録
音
テ
ー
プ
な
ど

紙
媒
体
以
外
の
移
管
も
あ
り
、
会
議
の
名
称
や
日
時
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
つ
い
て
は
一
点
一
点
再
生
し
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
目
録
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
設
定
し

て
き
た
年
月
日
に
関
す
る
「
自
」「
至
」
と
い
う
期
間
情
報
を
、出
来
る
だ
け
フ
ァ

イ
ル
名
に
年
度
を
記
載
し
簡
素
化
す
る
な
ど
、
作
成
時
間
の
短
縮
に
向
け
た
工
夫

を
施
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

目
録
作
成
に
際
し
て
は
、
公
文
書
管
理
法
の
施

行
に
よ
り
、
公
開
、
非
公
開
等
の
公
開
区
分
を
目

録
に
記
載
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
公
開

の
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
事
前
審
査
の
方
針
に
基
づ
き
審
査
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
移
管
か
ら
一
年
以
内
の
目
録
公
開
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
新
規
移
管
分
か
ら
優
先
的
に

実
施
し
て
い
る
。
目
録
は
、
紙
媒
体
で
公
開
し
て

い
る
過
年
度
の
も
の
も
、
公
開
区
分
を
付
し
て
順

次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
未
だ
作
業
途
中
で
あ
る
が
、
他
の
業
務
を
整

理
し
つ
つ
、
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

　

選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
は
、
移
管
基
準
の

法人本部（公文書分室資料室） 691

部局等（本館公文書室書庫） 202

　計 893

表１　平成24年度移管法人文書目録作成件数

（平成23年度移管分、平成25年１月31日現在）
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成
文
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
移
管
を
受
け
る
範
囲
を
広
め
に
設

定
し
て
き
た
が
、
公
文
書
分
室
の
整
備
に
よ
り
一
時
的
に
解
消
し
た
書
庫
の
狭
隘

化
が
進
展
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
移
管
対
象
文
書
を
今
ま
で
以
上
に
精
選
す

る
必
要
が
あ
る
。合
理
的
か
つ
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
基
準
を
作
成
し
、選
別
・

移
管
作
業
の
み
な
ら
ず
、保
存
、公
開
に
関
す
る
全
行
程
の
効
率
化
を
図
り
た
い
。

二
、
保
存
環
境
改
善
の
取
組
み

　

公
文
書
室
に
お
い
て
は
、
既
に
配
架
済
み
と
な
っ
て
い
る
文
書
等
の
保
存
環
境

を
整
備
し
、
特
に
公
文
書
分
室
に
お
け
る
対
策
を
中
心
に
計
画
を
立
案
し
た
。
公

文
書
分
室
資
料
室
（
書
庫
）
は
、
本
学
法
人
化
後
の
文
書
、
す
な
わ
ち
文
書
館
設

立
後
の
本
部
業
務
組
織
の
移
管
法
人
文
書
を
配
架
し
て
い
る
。
建
物
一
階
に
位
置

す
る
た
め
、
湿
度
管
理
が
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
書
架
段
数
が
七

段
と
本
部
公
文
書
室
書
庫
よ
り
一
段
高
く
、
清
掃
な
ど
の
際
高
所
で
の
作
業
と
な

る
た
め
苦
労
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
防
湿
及
び
防
塵
対
策
を
兼
ね
て
、
最
上
段

に
書
棚
は
め
込
み
式
の
文
書
保
存
箱
を
設
置
し
、
こ
の
箱
の
中
に
移
管
法
人
文
書

を
配
架
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

予
算
の
都
合
上
、
最
上
段
の
必
要
数
一
四
四
段
分
に
対
し
、
五
カ
年
の
購
入
計

画
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
昭
和
三
〇
年
代
前
後
の
簿
冊
が

ま
と
ま
っ
て
配
架
さ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど
、
保
存
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
な
書
棚

に
つ
い
て
も
対
象
と
し
、
簿
冊
に
応
じ
た
適
切
な
保
存
環
境
を
実
現
す
る
よ
う
配

慮
し
た
。

　

保
存
箱
は
、
中
性
紙
製
で
既
に
本
館
公
文
書
室
書
庫
に
導
入
実
績
が
あ
る
。
今

回
は
、
空
調
設
備
が
な
く
外
履
き
の
ま
ま
で
出
入
り
す
る
公
文
書
分
室
書
庫
へ
の

設
置
で
あ
り
、
本
館
書
庫
と
は
環
境
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
調
湿
及
び
ガ

ス
吸
着
効
果
の
あ
る
シ
ー
ト
を
箱
内
側
に
装
着
す
る
仕
様
と
し
た
。
併
せ
て
、
箱

内
部
の
写
真
を
外
側
に
貼
り
付
け
、
中
身
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
、
同

シ
リ
ー
ズ
の
形
態
の
も
の
が
番
号
順
に
整
然
と
並
ぶ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

開
閉
頻
度
を
抑
え
る
た
め
の
対
策
で
あ
る
。

　

九
月
末
に
三
〇
セ
ッ
ト
納
入
さ
れ
て
か
ら
、
一
〇
月
以
降
順
次
設
置
し
、
箱
の

内
外
で
の
温
室
度
を
記
録
し
て
い
る
。
最
も
高
湿
度
の
時
期
の
デ
ー
タ
は
来
年
度

以
降
採
取
可
能
な
見
込
み
で
あ
る
が
、
箱
の
外
側
の
湿
度
に
対
し
て
常
に
一
〜
五

パ
ー
セ
ン
ト
低
く
、
設
置
後
一
カ
月
経
過
し
て
か
ら
は
、
ほ
ぼ
四
三
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
値
を
保
っ
て
い
る
。
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
温
度
二
二
度
、
湿
度

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
指
標
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
さ
れ
、
文
書
館
で
も
こ
の
数

値
を
目
標
値
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
空
調
設
備
が
な
い
環
境
に
あ
っ
て
、
急
激

な
変
化
を
避
け
つ
つ
最
低
限
必
要
な
保
存
環
境
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
に
お
い

て
は
、
最
も
効
果
的
な
、
低
コ
ス
ト
で
実
行
可
能
な
方
法
と
考
え
て
い
る
。

　

保
存
環
境
に
つ
い
て
は
、
災
害
へ
の
対
応
も
課
題
で
あ
る
。
文
書
館
本
館
の
書

架
に
つ
い
て
は
、
有
人
ス
ペ
ー
ス
を
優
先
し
滑
り
止
め
効
果
の
あ
る
ス
ト
ッ
パ
ー

シ
ー
ト
を
導
入
し
、併
せ
て
揺
れ
を
感
知
す
る
落
下
防
止
装
置
を
取
り
付
け
る
等
、

対
策
を
進
め
て
い
る
。
公
文
書
室
書
庫
及
び
分
室
資
料
室
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
常
時
無
人
の
書
庫
と
し
て
の
運
用
で
あ
り
、
今
回
の
耐
震
対
策
計
画
か
ら
は
除

外
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
的
に
持
ち
出
し
文
書
の
優
先
順
位
を
策
定
す
る

な
ど
の
対
策
と
併
せ
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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三
、
研
修
の
実
施
状
況

　

今
年
度
の
研
修
の
実
施
状
況
は
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
例
年
の
継
続
事
業
と

し
て
、
本
学
新
採
用
者
基
礎
研
修
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
。
今
回
は
、
い

つ
も
よ
り
約
一
カ
月
遅
い
大
型
連
休
明
け
の
五
月
九
日
の
実
施
で
あ
っ
た
。
開
催

は
、
例
年
同
様
、
本
学
法
人
本
部
棟
会
議
室
に
て
館
長
に
よ
る
「
公
文
書
の
適
正

な
管
理
に
つ
い
て
」
講
義
の
後
、
同
じ
建
物
の
一
階
に
位
置
す
る
公
文
書
分
室
の

見
学
、
続
い
て
本
館
へ
移
動
し
施
設
の
見
学
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ
た
。

　

ま
た
、
財
務
・
総
務
室
人
事
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
一
〇
月
一
日
開

催
の
教
職
員
合
同
新
採
用
者
基
礎
研
修
に
お
い
て
講
義
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
を

提
供
し
、
八
三
名
が
受
講
し
た
。
本
研
修
は
、
事
務
系
職
員
の
み
な
ら
ず
教
員
も

含
む
新
採
用
者
基
礎
研
修
で
あ
り
、
文
書
館
に
と
っ
て
初
め
て
の
機
会
と
な
っ

た
。
同
様
に
定
例
化
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
一
月
七
日
の
本
学
中
堅
職
員
研

修
に
お
い
て
、
講
義
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
を
提
供
し
た
。
一
〇
月
期
の
新
採
用

者
基
礎
研
修
、
中
堅
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
人
事
グ
ル
ー
プ
か
ら
あ
ら
か
じ
め

本
学
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
今
後
と

も
実
施
に
つ
い
て
は
大
学
史
資
料
室
の
担
当
と
し
、
引
き
続
き
継
続
し
て
対
応
し

た
い
。

　

組
織
の
歴
史
に
関
す
る
講
義
内
容
は
、
他
大
学
の
大
学
文
書
館
や
地
方
公
共
団

体
の
公
文
書
館
等
が
四
月
に
研
修
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
学

に
お
い
て
も
定
例
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
今
後
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
定
着
化
を
俟
ち
た
い
。

　

こ
の
他
、
一
一
月
一
三
日
に
は
、
平
成
二
四
年
度
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学

法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
を
実
施
し
た
。
昨
年
の
第
一
回
開
催
に
続
く
も
の
で
、

国
立
大
学
協
会
か
ら
予
算
配
分
を
得
た
こ
と
で
、
今
年
度
も
開
催
が
実
現
し
た
。

事
務
を
島
根
大
学
が
担
当
し
、
文
部
省
共
済
組
合
岡
山
宿
泊
所
が
会
場
と
な
っ

た
。
日
程
調
整
並
び
に
各
種
準
備
は
四
月
か
ら
行
い
、
実
質
七
月
に
は
二
日
間
実

施
と
い
う
昨
年
並
み
の
計
画
を
策
定
し
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
最
終

開催日 研修名 講義等タイトル 受講者数

５月９日
平成24年度広島大学
新採用者基礎研修

「公文書の適正な管理に
ついて」（小池聖一）

18名

10月１日
平成24年度広島大学
新採用者基礎研修
（教職員合同）

「広島大学の歴史」（小宮
山道夫）

83名

11月７日
平成24年度広島大学
中堅職員研修

「広島大学の歴史」（小池
聖一）

36名

11月13日
平成24年度中国・四
国地区国立大学法人
等公文書管理研修

「情報公開法と文書管理
−その概要と運用上の留
意点−」（高田賀夫）、「「公
文書管理法」について−
広島大学における法人文
書管理の在り方−」（小
池聖一）、「公文書管理法
施行後の法人文書管理」
（村上淳子）

23名

表２　平成24年度における研修の実施状況
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村上淳子　　平成24年度公文書室業務報告

的
に
開
催
地
や
半
日
で
の
実
施
と
い
う
日
程
の
詳
細
が
確
定
し
た
の
は
、
ほ
と
ん

ど
一
カ
月
前
と
い
う
慌
た
だ
し
い
展
開
で
あ
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
作

成
予
定
の
「
平
成
二
四
年
度
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研

修
報
告
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
今
回
は
、
情
報
公
開
法
及
び
公
文
書
管
理
法
の

立
案
に
も
携
わ
っ
た
総
務
省
行
政
管
理
局
高
田
賀
夫
氏
を
講
師
に
招
き
、
情
報
公

開
並
び
に
関
連
す
る
個
人
情
報
保
護
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
よ
り

実
践
的
な
講
義
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
意
義
な
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

本
研
修
の
場
が
機
縁
と
な
っ
て
、
昨
年
度
は
文
書
館
研
究
員
で
も
あ
る
本
学
財

務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
の
岡
田
泰
司
主
任
に
、
今
年
度
は
小
池
聖
一
文
書
館

長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
派
遣
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
各
国
立
大
学
法
人
等
に
お
い
て

も
、公
文
書
管
理
法
に
規
定
さ
れ
る
研
修
の
実
施
は
懸
案
事
項
の
一
つ
と
思
わ
れ
、

講
師
を
招
い
て
啓
発
を
行
う
と
い
う
積
極
的
な
機
関
も
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
的
交
流
の
広
が
り
も
、
本
研
修
に
期
待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
い
え
る
。
同
様

に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
等
が
、
横
の
つ
な
が
り
を
得
る
機
会
と

し
て
機
能
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は
、
毎
年
行
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
聞
か
れ
、
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
事
前
質
問
に
対
す
る
回
答
集
（
Ｑ

＆
Ａ
）
に
つ
い
て
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
回
答
集
に
つ
い
て
は
、
事

例
を
蓄
積
し
、
何
ら
か
の
情
報
発
信
の
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
学
内
の
一
小
規
模
セ
ン
タ
ー
に
す
ぎ
な
い
文
書
館
が
財
政
的
裏
づ
け

も
な
く
こ
う
し
た
研
修
を
毎
年
開
催
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
全
国
的
に

見
て
も
、
こ
う
し
た
試
み
は
未
だ
定
着
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
一
方
、
国
立
公

文
書
館
が
主
催
す
る
研
修
に
国
立
大
学
法
人
か
ら
の
参
加
者
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
国
・
四
国

地
区
に
お
い
て
積
み
重
ね
て
き
た
二
年
間
の
実
績
を
今
後
に
活
か
す
よ
う
、
関
係

各
所
の
理
解
と
協
力
を
得
る
努
力
を
重
ね
て
行
き
た
い
。

四
、
文
書
館
外
部
評
価
へ
の
対
応

　

平
成
二
四
年
度
は
、
第
二
回
目
の
文
書
館
第
三
者
評
価
委
員
会
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
業
務
の
見
直
し
を
進
め
、
第
三
者
評
価
委

員
会
開
催
ま
で
の
対
応
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た

第
三
者
評
価
委
員
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
平
成
二
五
年
三
月
刊
行
予
定
の

「
平
成
二
四
年
度
広
島
大
学
文
書
館
外
部
評
価
報
告
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

公
文
書
室
に
係
る
外
部
評
価
で
の
指
摘
事
項
は
、
第
一
に
事
務
利
用
の
利
便
性

向
上
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
行
政
利
用
に
相
当
す
る
移
管
文
書
利
用
は
、
非

現
用
と
み
な
さ
れ
る
移
管
法
人
文
書
が
、
現
用
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
利
用

さ
れ
る
状
況
を
表
す
指
標
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
文
書
が
事
務
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
改
革
に
資
す
る
情
報
資
源
と

し
て
の
意
味
を
持
ち
う
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。移
管
文
書
の
利
用
請
求
件
数
は
、

毎
年
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
報
告
事
項
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
の
一
つ
で
あ
る
評
価
・
選
別

基
準
の
策
定
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

　

文
書
館
は
、
少
人
数
で
予
算
規
模
も
小
さ
い
組
織
で
あ
る
が
、
専
任
職
員
が
三

名
と
い
う
体
制
で
、
多
く
の
課
題
を
よ
り
一
層
効
率
的
に
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
外
部
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
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関
す
る
情
報
共
有
の
徹
底
と
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
推
進
が
課
題
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
文
書
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
既
に
平
成
二
三
年
度
か
ら
月
一
回

の
定
例
開
催
と
し
、
館
内
情
報
共
有
の
徹
底
と
意
思
疎
通
の
機
会
を
設
け
て
き
た

が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
各
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
を

踏
ま
え
、
実
施
す
べ
き
業
務
の
優
先
順
位
を
よ
り
明
確
に
し
、
効
率
的
か
つ
的
確

な
業
務
運
営
を
図
り
た
い
。

（
む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）


